
公文書管理法の施行状況 

（公文書管理制度の周知（国立公文書館等の取組）） 
 
〇 専門的技術的助言の実施状況 
 ・ 国立公文書館では、各行政機関のレコードスケジュールの付与状況の確認を行うととも
に、法施行後これまでの間に、各行政機関から廃棄協議のあった行政文書ファイル等約 23
万件（※）について、内閣総理大臣の同意の可否に当たり、行政機関が判断した「廃棄」の
適否について専門的技術的助言を実施 ※平成 23 年９月８日現在 

 
〇 研修の実施状況 
 ・ 国立公文書館では、これまでの研修体系を改定し、「国立公文書館が実施する研修の将来
体系イメージ」及び「国立公文書館が実施する平成 23 年度研修計画」を策定するとともに、
新たな研修の実施についても検討し、平成 23 年度から府省別行政文書管理研修及び地域研
修会を実施 

・ 各国立公文書館等において、法施行後これまでの間に、自機関の職員を対象に、のべ７
回、約 50 人に対して研修を実施。また、行政機関、独立行政法人等の職員を対象に、のべ
17 回、約 1,000 人に対して研修を実施。今後も多くの実施を予定 

 
〇 講師派遣の実施状況 
 ・ 各国立公文書館等において、法施行後これまでの間に、独立行政法人等、地方公共団体
及び民間団体に対して、のべ 14 回のセミナー等への講師派遣を行い、約 700 人の聴衆に向
けて講演を実施。今後も多くの実施を予定 

 
〇 展示会の開催状況 
 ・ 各国立公文書館等において、法施行後これまでの間に、様々な展示会を開催。今後も多
くの開催を予定（別紙「参考」参照） 
（一例） 

  ＜国立公文書館＞ 
特別展 国立公文書館 創立 40 周年記念貴重資料展Ⅰ 歴史と物語 
展示期間：2011/4/2～2011/4/21 展示点数：65 点 入場者数：4,178 人 
展示内容：朝廷や幕府が編修した代表的な歴史書とともに、軍記物語や英雄譚、謡曲や

幸若舞曲で演じられたさまざまな歴史物語を紹介 
  ＜東北大学＞ 

特別展 史料館コレクション展№1児島喜久雄画「中村善太郎教授像」 
展示期間：2011/7/1～28 展示点数：４点 入場者数：145 人 
展示内容：美術資料その他の貴重コレクションの紹介展第１弾 

 
〇 その他の取組状況 
（一例） 
・ 国立公文書館実習実施要領（平成 23 年２月 14 日館長決定）を定め、平成 23 年度から、
大学又は大学院に在籍する者の実習を受け入れ、いわゆる「インターンシップ」を実施（国
立公文書館） 

 ・ 光線対策、温度管理対策として、特定歴史公文書等の専用書庫の全ての窓に遮光・遮熱
フィルムを装着（名古屋大学） 

 ・ 平成 23 年６月から、特定歴史公文書等その他神戸大学の歴史に係る資料のデジタル画像
をインターネットで公開するため、ホームページに「デジタル・アーカイブ」を開設（神
戸大学） 

 ・ 平成 23 年４月に開設した九州大学大学院統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻と
大学文書館が教育連携（九州大学） 

・ 資料保存対策の一環として、所有するマイクロフィルム等の劣化調査に着手（日銀アー
カイブ） 

資料 １―３ 
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